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各      位 

会 社 名  Ｅ・Ｊホールディングス株式会社 
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     （コード番号 2153 東証第２部） 

問合せ先  管理本部長 浜野 正則 
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構造改革の実施結果および特別損失の計上に関するお知らせ 

 

 平成23年５月17日に公表しました「業績予想の修正および特別損失の発生と構造改革の実施に関す

るお知らせ」に関して、構造改革の実施結果および特別損失の計上につきまして、下記のとおりお知

らせいたします。 

 
記 

1. 希望退職者募集の概要 

    ①対 象 者 技術職45歳以上、営業・管理・事務職35歳以上 

    ②予定人数 60名程度 

    ③実施期間 平成23年６月７日から平成23年６月20日まで 

    ④退 職 日 平成23年６月30日 

（但し、一部平成23年７月１日より同９月30日の間で会社が承認した日） 

    ⑤優遇措置 所定の退職手当に加え、特別加算金を上乗せ支給する。さらに希望者に対し 

ては、再就職支援会社を通じた再就職支援を行う。 

 2. 応募結果 

上記株式会社エイト日本技術開発の希望退職優遇制度の実施と並行して、同じく連結子会社の

株式会社近代設計においても同様の施策をおこないました。その結果、株式会社エイト日本技術

開発で48名、株式会社近代設計で10名の応募がありました。 

この施策による特別加算金および再就職支援等に係る費用につきましては、本日公表しました

「平成23年５月期 決算短信」において、それぞれ「割増退職金」103百万円、「再就職支援費用」

29百万円として特別損失に計上しております。 

3. 業績向上に向けた取組み 

当社においては、連結子会社の業績向上および内部統制管理を強化すべく、体制の充実を図っ

てまいります。また、連結子会社である株式会社エイト日本技術開発及び株式会社近代設計にお

いては、各地域・各事業における競争力・収益力の強化のための組織再編等の方策の検討を進め

ており、その中でも、防災事業においては東日本大震災の被災地はもとより、全国各地の震災対

策に対する技術提案強化を図り、更なる競争力・収益力の強化に努めてまいります。 

固定費の削減に関しましては、希望退職の実施による人件費削減に加え、構造改革の実施によ

る業務プロセス改革ならびにその他経費の削減等により年間６億円程度の減少を見込んでおり、

収益体質への転換を図ってまいります。 
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